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(57)【要約】
【課題】ＢＴＳに収容されているセル毎に通信品質の測
定条件などを変更することができ、特定のセルに対して
個別の制御を行うことができる無線基地局装置及び通信
品質報告方法を提供すること。
【解決手段】本発明の無線基地局装置は、セル毎にパラ
メータを格納したセル毎補正値データベース１５と、Ｒ
ＮＣ２からの要求に応じて、ＢＴＳにおける下り個別チ
ャネルの送信電力を測定する送信電力測定部１３と、ユ
ーザ毎情報管理部１７におけるパラメータを用いて、送
信電力測定部１３で得られた測定送信電力に対してＲＮ
Ｃ２に測定送信電力を報告するかどうかをユーザが通信
中のセルに応じて判定する送信電力判定部１４と、ＲＮ
Ｃ２に測定送信電力を報告すると判定されたときに測定
送信電力をＲＮＣ２に報告する送信電力報告部１６と、
を具備することを特徴とする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　セル毎にパラメータを格納した格納手段と、無線ネットワーク制御装置からの要求に応
じて、移動通信端末との間の通信品質を測定する測定手段と、前記格納手段におけるパラ
メータを用いて、前記測定手段で得られた測定通信品質に対して前記無線ネットワーク制
御装置に測定通信品質を報告するかどうかをセル毎に判定する判定手段と、前記判定手段
で前記無線ネットワーク制御装置に測定通信品質を報告すると判定されたときに前記測定
通信品質を前記無線ネットワーク制御装置に報告する報告手段と、を具備することを特徴
とする無線基地局装置。
【請求項２】
　前記パラメータは、前記測定通信品質の報告のＯＮ／ＯＦＦを示すＯＮ／ＯＦＦ情報、
前記判定に用いるしきい値に対するオフセット値、及び前記判定を猶予する期間に対する
オフセット値を少なくとも含むことを特徴とする請求項１記載の無線基地局装置。
【請求項３】
　前記パラメータのＯＮ／ＯＦＦ情報は、前記移動通信端末の種別やサービス種別毎に設
定可能であることを特徴とする請求項２記載の無線基地局装置。
【請求項４】
　前記パラメータのＯＮ／ＯＦＦ情報がＯＦＦの場合に、前記測定通信品質を前記無線ネ
ットワーク制御装置に報告しないことを特徴とする請求項３記載の無線基地局装置。
【請求項５】
　前記移動通信端末が複数のセルと通信を行っている場合に、少なくとも一つのセルにつ
いてのＯＮ／ＯＦＦ情報がＯＦＦのときに、前記測定通信品質を前記無線ネットワーク制
御装置に報告せず、すべてのセルについてのＯＮ／ＯＦＦ情報がＯＮのときに、前記測定
通信品質を前記無線ネットワーク制御装置に報告することを特徴とする請求項４記載の無
線基地局装置。
【請求項６】
　前記移動通信端末が複数のセルと通信を行っている場合に、少なくとも一つのセルにつ
いてのＯＮ／ＯＦＦ情報がＯＮのときに、前記測定通信品質を前記無線ネットワーク制御
装置に報告し、すべてのセルついてのＯＮ／ＯＦＦ情報がＯＦＦのときに、前記測定通信
品質を前記無線ネットワーク制御装置に報告しないことを特徴とする請求項４記載の無線
基地局装置。
【請求項７】
　前記移動通信端末が複数のセルと通信を行っている場合に、ＯＮ／ＯＦＦ情報がＯＮの
セルのほうが多いときは前記測定通信品質を前記無線ネットワーク制御装置に報告し、Ｏ
Ｎ／ＯＦＦ情報がＯＦＦのセルのほうが多いときは前記測定通信品質を前記無線ネットワ
ーク制御装置に報告しないことを特徴とする請求項４記載の無線基地局装置。
【請求項８】
　前記移動通信端末が複数のセルと通信を行っている場合に、前記判定手段は、前記パラ
メータがオフセット値であるときに、所定のオフセット値を用いて、前記測定手段で得ら
れた測定通信品質に対して前記無線ネットワーク制御装置に測定通信品質を報告するかど
うかをセル毎に判定することを特徴とする請求項１から請求項７のいずれかに記載の無線
基地局装置。
【請求項９】
　前記所定のオフセット値が最大値であることを特徴とする請求項８記載の無線基地局装
置。
【請求項１０】
　前記所定のオフセット値が最小値であることを特徴とする請求項８記載の無線基地局装
置。
【請求項１１】
　前記所定のオフセット値が平均値であることを特徴とする請求項８記載の無線基地局装
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置。
【請求項１２】
　前記所定のオフセット値が中央値であることを特徴とする請求項８記載の無線基地局装
置。
【請求項１３】
　前記所定のオフセット値が最頻値であることを特徴とする請求項８記載の無線基地局装
置。
【請求項１４】
　前記報告手段は、前記測定通信品質の測定値をそのまま前記無線ネットワーク制御装置
に報告することを特徴とする請求項１から請求項１３のいずれかに記載の無線基地局装置
。
【請求項１５】
　前記報告手段は、前記測定通信品質の測定値からオフセット値を減算した値を前記無線
ネットワーク制御装置に報告することを特徴とする請求項１から請求項１３のいずれかに
記載の無線基地局装置。
【請求項１６】
　前記通信品質は、送信電力、ＳＩＲ、ＳＩＲｅｒｒｏｒ、ＲＳＣＰ、受信タイミング偏
差、伝搬遅延、及びＨＳ－ＳＩＣＨ受信品質からなる群より選ばれたものであることを特
徴とする請求項１から請求項１５のいずれかに記載の無線基地局装置。
【請求項１７】
　無線ネットワーク制御装置からの要求に応じて、移動通信端末との間の通信品質を測定
する測定工程と、セル毎に設定されたパラメータ及び通信中のセルの情報を用いて、前記
測定工程で得られた測定通信品質に対して前記無線ネットワーク制御装置に測定通信品質
を報告するかどうかをセル毎に判定する判定工程と、前記判定工程で前記無線ネットワー
ク制御装置に測定通信品質を報告すると判定されたときに前記測定通信品質を前記無線ネ
ットワーク制御装置に報告する報告工程と、を具備することを特徴とする通信品質報告方
法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、移動通信システムにおける無線基地局装置及び通信品質報告方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　Ｗ－ＣＤＭＡ（Wideband Code Division Multiple Access）システムにおいては、無線
ネットワーク制御装置（ＲＮＣ：Radio Network Controller）は、例えば、ハンドオーバ
を行うか否かの判断を行う場合などに、個別チャネル（Dedicated Channel）の通信品質
、例えば、送信電力が必要となる。このため、ＲＮＣは、前記のような場合に、無線基地
局装置（ＢＴＳ：Base Transceiver Station）に対して個別チャネルの送信電力を要求す
る。そして、要求を受けたＢＴＳは、個別チャネルの送信電力を測定する(例えば、特許
文献１（段落番号０１１６）)。
【特許文献１】特開２００３－３３８７８７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　Ｗ－ＣＤＭＡシステムにおいては、ＲＮＣには複数のＢＴＳが収容されており、また、
個々のＢＴＳには、複数のセルが収容されている。したがって、一つの移動端末装置が複
数のセルと通信を行うことが想定される。しかしながら、現状のシステムにおいては、Ｂ
ＴＳに収容されているセル毎に通信品質の測定条件などを変更することができず、特定の
セルに対して個別の制御を行うことができない。このため、ユーザにきめ細かなサービス
を提供することができない。
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【０００４】
　本発明はかかる点に鑑みてなされたものであり、ＢＴＳに収容されているセル毎に通信
品質の測定条件などを変更することができ、特定のセルに対して個別の制御を行うことが
できる無線基地局装置及び通信品質報告方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の無線基地局装置は、セル毎にパラメータを格納した格納手段と、無線ネットワ
ーク制御装置からの要求に応じて、移動通信端末との間の通信品質を測定する測定手段と
、前記格納手段におけるパラメータを用いて、前記測定手段で得られた測定通信品質に対
して前記無線ネットワーク制御装置に測定通信品質を報告するかどうかをセル毎に（移動
端末装置が通信中のセルに応じて）判定する判定手段と、前記判定手段で前記無線ネット
ワーク制御装置に測定通信品質を報告すると判定されたときに前記測定通信品質を前記無
線ネットワーク制御装置に報告する報告手段と、を具備することを特徴とする。
【０００６】
　この構成によれば、セル毎のパラメータを用いて、測定通信品質を無線ネットワーク制
御装置に報告するかどうかを移動端末装置が通信中のセルに応じて判定するので、無線基
地局装置に収容されているセル毎に通信品質の測定条件などを変更することができ、特定
のセルに対して個別の制御を行うことができる。例えば、特定のセルと通信中のユーザは
、イベントトリガの送信電力報告を行い易くしたり、特定のセルと通信中のユーザは、イ
ベントトリガの送信電力報告を行わなくしたりすることができる。
【０００７】
　本発明の無線基地局装置においては、前記パラメータは、前記測定通信品質の報告のＯ
Ｎ／ＯＦＦを示すＯＮ／ＯＦＦ情報、前記判定に用いるしきい値に対するオフセット値、
及び前記判定を猶予する期間に対するオフセット値を少なくとも含むことが好ましい。こ
の場合において、前記移動通信端末が複数のセルと通信を行っている場合に、少なくとも
一つのセルについてのＯＮ／ＯＦＦ情報がＯＦＦのときに、測定通信品質を無線ネットワ
ーク制御装置に報告せず、すべてのセルについてのＯＮ／ＯＦＦ情報がＯＮのときに、測
定通信品質を無線ネットワーク制御装置に報告する動作とすることができる。また、この
場合において、前記移動通信端末が複数のセルと通信を行っている場合に、少なくとも一
つのセルについてのＯＮ／ＯＦＦ情報がＯＮのときに、測定通信品質を無線ネットワーク
制御装置に報告し、すべてのセルついてのＯＮ／ＯＦＦ情報がＯＦＦのときに、測定通信
品質を無線ネットワーク制御装置に報告しない動作とすることもできる。また、この場合
において、前記移動通信端末が複数のセルと通信を行っている場合に、ＯＮ／ＯＦＦ情報
がＯＮのセルのほうが多いときは前記測定通信品質を前記無線ネットワーク制御装置に報
告し、ＯＮ／ＯＦＦ情報がＯＦＦのセルのほうが多いときは前記測定通信品質を前記無線
ネットワーク制御装置に報告しない動作とすることもできる。なお、ＯＮ／ＯＦＦ情報は
、移動通信端末（ユーザ）の種別やサービス種別毎に設定可能である。
【０００８】
　本発明の無線基地局装置においては、前記移動通信端末が複数のセルと通信を行ってい
る場合に、前記判定手段は、前記パラメータがオフセット値であるときに、所定のオフセ
ット値を用いて、前記測定手段で得られた測定通信品質に対して前記無線ネットワーク制
御装置に測定通信品質を報告するかどうかを移動端末装置が通信中のセルに応じて判定す
ることが好ましい。この場合においては、前記所定のオフセット値が最大値であっても良
く、前記所定のオフセット値が最小値であっても良く、前記所定のオフセット値が平均値
であっても良く、前記所定のオフセット値が中央値であっても良く、前記所定の最頻値で
も良い。
【０００９】
　本発明の無線基地局装置においては、前記報告手段は、前記測定通信品質の測定値をそ
のまま前記無線ネットワーク制御装置に報告することができる。
【００１０】
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　本発明の無線基地局装置においては、前記報告手段は、前記測定通信品質の測定値から
オフセット値を減算した値を前記無線ネットワーク制御装置に報告することができる。
【００１１】
　本発明の無線基地局装置において測定する前記通信品質の例として３ＧＰＰ（3rd　Gen
eration　Partnership　Project）仕様のDedicated　Measurement手順での測定項目であ
る送信電力、ＳＩＲ、ＳＩＲｅｒｒｏｒ、ＲＳＣＰ、受信タイミング偏差、伝搬遅延、及
びＨＳ－ＳＩＣＨ受信品質などが挙げられる。
【００１２】
　本発明の通信品質報告方法は、無線ネットワーク制御装置からの要求に応じて、移動通
信端末との間の通信品質を測定する測定工程と、セル毎に設定されたパラメータを用いて
、前記測定工程で得られた測定通信品質に対して前記無線ネットワーク制御装置に測定通
信品質を報告するかどうかを移動端末装置が通信中のセルに応じて判定する判定工程と、
前記判定工程で前記無線ネットワーク制御装置に測定通信品質を報告すると判定されたと
きに前記測定通信品質を前記無線ネットワーク制御装置に報告する報告工程と、を具備す
ることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明の無線基地局装置は、セル毎にパラメータを格納した格納手段と、無線ネットワ
ーク制御装置からの要求に応じて、移動通信端末との間の通信品質を測定する測定手段と
、前記格納手段におけるパラメータを用いて、前記測定手段で得られた測定通信品質に対
して前記無線ネットワーク制御装置に測定通信品質を報告するかどうかを移動端末装置が
通信中のセルに応じて判定する判定手段と、前記判定手段で前記無線ネットワーク制御装
置に測定通信品質を報告すると判定されたときに前記測定通信品質を前記無線ネットワー
ク制御装置に報告する報告手段と、を具備するので、ＢＴＳに収容されているセル毎に通
信品質の測定条件などを変更することができ、特定のセルに対して個別の制御を行うこと
ができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、本発明の実施の形態について、添付図面を参照して詳細に説明する。なお、本実
施の形態においては、通信品質が個別チャネル下り送信電力である場合について説明する
。
【００１５】
　図１は、本発明の実施の形態に係る無線基地局装置の概略構成を示す図である。図１に
示すＢＴＳ１は、ＲＮＣ２と接続されており、ＲＮＣ２との間で種々のデータの送受信を
行うようになっている。
【００１６】
　ＢＴＳ１は、アンテナ１１を介して送受信する信号の送受信処理を行う無線送受信部１
２と、各チャネルのベースバンド信号処理を行うベースバンド処理部１９と、移動通信端
末に対する各チャネルの下り送信電力を測定する送信電力測定部１３と、セル毎のパラメ
ータを格納するセル毎補正値データベース１５と、移動端末装置（ユーザ）が通信中のセ
ルの情報と、その情報と前記セル毎補正値データベースから導出される該当ユーザの補正
値とをユーザ毎に管理するユーザ情報管理部１７と、ユーザ情報管理部１７の該当ユーザ
の補正値を用いて、測定された通信品質（測定通信品質）である送信電力をＲＮＣ２に報
告するかどうかをセル毎に判定する送信電力判定部１４と、測定された送信電力を報告す
ると判定されたときに測定送信電力をＲＮＣ２に報告する送信電力報告部１６と、ＲＮＣ
２との間の送受信用のインタフェースであるインタフェース部１８とから主に構成されて
いる。なお、図１においては、説明を簡単にするために本発明に係る主要な構成部を示し
ているが、無線基地局装置に通常備えられている機能部も備えられている。
【００１７】
　このような構成のＢＴＳ１とＲＮＣ２との間では、例えば、ＲＮＣ２からＢＴＳ１に送
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信電力の測定要求をして、この要求に応じてＢＴＳ１がＲＮＣ２に送信電力（移動通信装
置との間の通信品質）を測定し、その結果をＲＮＣ２に報告する。具体的には、この送信
電力測定結果の報告は、３ＧＰＰ仕様の場合、Dedicated Measurement手順（ＤＭ手順）
により行う。すなわち、図２に示すように、ＲＮＣ２からＢＴＳ１に対して送信電力の測
定開始要求（Dedicated Measurement Initiation Request）を行う。次いで、ＢＴＳ１は
、この測定開始要求に応じて、まず、測定開始応答（Dedicated Measurement Initiation
 Response）をＲＮＣ２に送った後に、送信電力の測定に入る。そして、ＢＴＳ１は、送
信電力の測定結果をＲＮＣ２に報告するタイミング（送信契機：イベントトリガ）が発生
したときに、測定結果をＲＮＣ２に報告する（測定結果報告：Dedicated Measurement Re
port）。
【００１８】
　ＢＴＳ１の無線送受信部１２は、ベースバンド処理部１９で処理された信号を、アンテ
ナ１１を介して移動端末装置に送信する。送信電力測定部１３は、ベースバンド処理部１
９における該当ユーザ（移動端末装置）の送信電力を測定する。この測定された測定送信
電力は、送信電力判定部１４に出力される。
【００１９】
　セル毎補正値データベース１５は、セル毎のパラメータの補正値を格納するものである
。このセル毎補正値データベース１５は、例えば、図３に示すようなテーブルで構成され
ている。すなわち、セル毎に、送信電力測定の報告に関するパラメータが関連づけられて
いる。ここでは、パラメータは、送信電力の報告のＯＮ／ＯＦＦを示す送信ＯＮ／ＯＦＦ
情報、送信電力判定に用いるしきい値を補正する値（しきい値オフセット値）、及び送信
電力判定を猶予する期間（判定するために必要な安定化時間）を補正する値（安定化時間
オフセット値）を含む。なお、図３におけるパラメータについては、これに限定されず、
通信品質測定の報告に関する他のパラメータを用いることができる。また、図３における
セルの数についてもこれに制限されない。
【００２０】
　ユーザ情報管理部１７は、移動端末装置（ユーザ）の情報をユーザ毎に管理する。ここ
で、ユーザ毎の情報としては、しきい値、通信中のセルの情報、該当ユーザの補正パラメ
ータ情報（しきい値オフセット値、送信ＯＮ／ＯＦＦ情報、安定化時間オフセット値（通
信中のセルの情報と、セル毎補正値データベースから算出する））などが挙げられる。
【００２１】
　送信電力判定部１４は、測定された送信電力をＲＮＣ２に報告するかどうかを判定する
。このとき、送信電力判定部１４は、ユーザ情報管理部１７を参照して、測定送信電力を
ＲＮＣ２に報告するかどうかを判定する。この判定結果は、送信電力報告部１６に出力さ
れる。例えば、パラメータのＯＮ／ＯＦＦ情報がＯＦＦの場合には、測定送信電力をＲＮ
Ｃ２に常に行わず、パラメータのＯＮ／ＯＦＦ情報がＯＮの場合には、オフセット値を用
いて補正した値で判定を行う。なお、どのようにして測定送信電力をＲＮＣ２に報告する
かどうかを判定するかについては後述する。
【００２２】
　また、移動通信端末が複数のセルと通信を行っている場合においては、ＯＮ／ＯＦＦ情
報がＯＮのセルと、ＯＮ／ＯＦＦ情報がＯＦＦのセルとが混在することが考えられる。こ
のような場合においては、例えば、以下のいずれかの規則でＯＮ／ＯＦＦ情報のＯＮ／Ｏ
ＦＦを決定する。
（１）少なくとも一つのセルについてのＯＮ／ＯＦＦ情報がＯＦＦの場合に、測定送信電
力をＲＮＣ２に報告せず、すべてのセルについてのＯＮ／ＯＦＦ情報がＯＮの場合に、測
定送信電力をＲＮＣ２に報告する（タイプα）。
（２）少なくとも一つのセルについてのＯＮ／ＯＦＦ情報がＯＮの場合に、測定送信電力
をＲＮＣ２に報告し、すべてのセルついてのＯＮ／ＯＦＦ情報がＯＦＦの場合に、測定送
信電力をＲＮＣ２に報告しない（タイプβ）。
（３）ＯＮ／ＯＦＦ情報がＯＮのセルが多い場合に、測定送信電力をＲＮＣ２に報告し、
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ＯＮ／ＯＦＦ情報がＯＦＦのセルが多い場合に、測定送信電力をＲＮＣ２に報告しない（
タイプγ）。
【００２３】
　送信電力報告部１６は、送信電力判定部１４で測定送信電力を報告すると判定されたと
きに測定送信電力を、インタフェース部１８を介してＲＮＣ２に報告する。
【００２４】
　次に、上記構成を有するＢＴＳ１において、どのようにして測定送信電力をＲＮＣ２に
報告するかどうかを判定し、測定送信電力を報告するかについて説明する。図４は、測定
送信電力の報告判定を説明するためのフロー図である。
【００２５】
　本実施の形態に係る測定送信電力の報告方法は、ＲＮＣ２からの要求に応じて、個別チ
ャネル下り送信電力を測定し、該当ユーザの補正パラメータ情報を用いて、測定送信電力
に対してＲＮＣ２に測定送信電力を報告するかどうかを判定し、ＲＮＣ２に測定送信電力
を報告すると判定されたときに測定送信電力をＲＮＣ２に報告する。
【００２６】
　具体的に説明すると、図２のシーケンスにおいて、ＲＮＣ２からの送信電力の測定開始
要求をＢＴＳ１が受けると、ＢＴＳ１は、測定開始応答をＲＮＣ２に送ると共に、送信電
力の測定を開始する。なお、測定開始要求には、測定送信電力を報告するかどうかの判定
に必要なパラメータ、すなわち、ユーザ情報、しきい値、安定化時間などが含まれる。し
きい値及び安定化時間は、インタフェース部１８を介して送信電力判定部１４に送られる
と共に、ユーザ情報管理部１７に送られて管理される。すなわち、このしきい値及び安定
化時間は、特定のセルに対して通信が開始された時に、測定開始要求に含めてＲＮＣ２か
ら送られて、ユーザ情報管理部１７で管理される。一方、ユーザ毎の補正パラメータ情報
（しきい値オフセット値、送信ＯＮ／ＯＦＦ情報、安定化時間オフセット値）は、セル毎
補正値データベース１５と該当ユーザの通信中セルの情報をもとに決定され、ユーザ毎情
報管理部１７に保持される。ユーザの補正パラメータ情報は、ユーザが通信中のセルの追
加・削除毎に更新される。
【００２７】
　ＢＴＳ１において、送信電力を測定するにあたって、測定開始要求に含まれるユーザ情
報から送信電力を測定するユーザを設定する（ＳＴ１１）。これは、送信電力判定部１４
がＲＮＣ２から送られてきたユーザ情報とユーザ情報管理部１７で管理しているユーザ情
報とを照合することにより行うことができる。そして、送信電力測定部１３において、前
記ユーザの個別チャネル下り送信電力を測定する（ＳＴ１２）。送信電力測定部１３で測
定された送信電力（測定送信電力）は、送信電力判定部１４に送られる。送信電力判定部
１４は、測定送信電力を受信すると（ＳＴ１３）、ユーザ毎情報管理部１７を参照して該
当ユーザの補正パラメータ情報を取得する（ＳＴ１４）。
【００２８】
　ＲＮＣ２から送られた、しきい値、安定化時間、ユーザ毎情報管理部１７にて保持して
いる、しきい値オフセット値、送信ＯＮ／ＯＦＦ情報、安定化時間オフセット値などのパ
ラメータを用いると、図６に示すような判定しきい値が設定される。すなわち、ユーザ情
報管理部１７で管理されているしきい値＃１、しきい値＃２（図６中の破線）と、しきい
値オフセット値（補正値）△Ｐを考慮した、実際に動作するしきい値＃１’、しきい値＃
２’（図６中の実線）とが設定される。そして、実際に動作するしきい値＃１’、しきい
値＃２’を判定しきい値として、測定送信電力をＲＮＣ２に報告するかどうか（要否）を
判定する（ＳＴ１５）。
【００２９】
　ここで、報告要否の判定基準としては、種々あるが、ＲＮＣ２から送られる（通知され
る）パラメータにより異なる。例えば、３ＧＰＰ仕様の場合、ＲＮＣ２から送られるパラ
メータが一つのしきい値と安定化時間である場合には、一定時間以上しきい値を超えたと
きに報告要とする（タイプＡ）と、一定時間以上しきい値を下回ったときに報告要とする
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（タイプＢ）と、一定時間での値の増加がしきい値を超えたときに報告要とする（タイプ
Ｃ）と、一定時間での値の減少がしきい値を超えたときに報告要とする（タイプＤ）とが
ある。また、ＲＮＣ２から送られるパラメータが一対のしきい値（＃１、＃２）と安定化
時間である場合には、一定時間以上しきい値＃１を超えたとき又は一定時間以上しきい値
＃２を下回ったときに報告要とする（タイプＥ）と、一定時間以上しきい値＃１を下回っ
たとき又は一定時間以上しきい値＃２を超えたときに報告要とする（タイプＦ）とがある
。ここでは、タイプＥの判定基準にしたがって報告要否を判定する。
【００３０】
　報告要否判定において、報告要の場合には、すなわち、測定送信電力が図６におけるし
きい値＃１’を超えて安定化時間（安定化時間＋安定化時間オフセット値）経過したとき
（図６におけるＰ１）、あるいは、測定送信電力が図６におけるしきい値＃２’を下回っ
て安定化時間経過したとき（図６におけるＰ２）には、送信電力判定部１４が測定送信電
力を送信電力報告部１６に送り、送信電力報告部１６が測定送信電力をＲＮＣ２に報告す
る（ＳＴ１７）。このとき、送信電力報告部１６は、測定送信電力をそのままＲＮＣ２に
報告しても良く、測定送信電力を補正して（報告値を補正して（ＳＴ１６））ＲＮＣ２に
報告しても良い。一方、報告否の場合には、送信電力判定部１４が引き続き測定送信電力
を受信する（ＳＴ１３）。
【００３１】
　しきい値オフセットの絶対値がある程度大きいと、しきい値を超えて報告要となったの
か、しきい値を下回って報告要となったのかが分らない状況になることが考えられる。例
えば、図７に示すように、補正後のしきい値＃１’、しきい値＃２’が初期の（ＲＮＣか
ら通知される）しきい値＃１、しきい値＃２より高い場合、すなわち、しきい値オフセッ
ト△が大きい場合には、実際の送信電力をそのまま報告すると、補正後のしきい値＃２’
を下回ったために報告要になったにも拘わらず、初期のしきい値＃１を超えたために報告
要になったとＲＮＣ側で誤認識する可能性がある。このような場合を想定して、図７に示
す実際の送信電力からしきい値オフセット値（△）を減算した値をＲＮＣ２に報告するこ
とが好ましい。
【００３２】
　ここで、移動通信端末が複数のセルと通信を行っている場合においては、セル毎にオフ
セット値が異なるので、どのオフセット値を用いて報告要否の判定を行うかが問題となる
ケースが想定される。そのため、このような場合に予め決められた所定のオフセットを用
いて、ＲＮＣ２に測定送信電力を報告するかどうかをセル毎に判定することが好ましい。
この場合において、所定のオフセット値が対象ユーザの通信中のセルのオフセット値の最
大値でも良く、所定のオフセット値が対象ユーザの通信中のセルのオフセット値の最小値
でも良く、所定のオフセット値が対象ユーザの通信中のセルのオフセット値の平均値でも
良く、所定のオフセット値が対象ユーザの通信中のセルのオフセット値の中央値でも良く
、所定のオフセット値が対象ユーザの通信中のセルのオフセット値の最頻値でも良い。
【００３３】
　また、通信中にセルの追加・削除が行われることにより補正パラメータ情報（しきい値
オフセット値、安定化時間オフセット値、ＯＮ／ＯＦＦ情報）の変更が必要となることが
ある。このような場合には、ユーザ情報管理部１７の該当ユーザの補正パラメータ情報を
更新する。具体的には、図５に示すように、ＢＴＳ１において、送信電力を測定するにあ
たって、測定開始要求に含まれるユーザ情報から送信電力を測定するユーザを設定する（
ＳＴ２１）。これは、送信電力判定部１４がＲＮＣ２から送られてきたユーザ情報とユー
ザ情報管理部１７で管理しているユーザ情報とを照合することにより行うことができる。
ユーザ情報管理部１７は、該当ユーザが通信中のセルについて、セル毎補正値データベー
ス１５の該当セルのしきい値オフセット値、送信ＯＮ／ＯＦＦ情報、安定化時間オフセッ
ト値を取得し、該当ユーザの補正パラメータ情報（しきい値オフセット値、送信ＯＮ／Ｏ
ＦＦ情報、安定化時間オフセット値）を更新する（ＳＴ２２）。その後、継続的に送受信
セルの追加・削除があるかどうかを監視し（ＳＴ２３）、送受信セルの追加・削除があれ
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ば、ユーザ毎情報管理部１７の通信中セル情報のセルの追加・削除を行うと共に該当ユー
ザのしきい値オフセット値、送信ＯＮ／ＯＦＦ情報、安定化時間オフセット値のパラメー
タを更新する（ＳＴ２４）。
【００３４】
　ここで、図３を用いて、複数セル通信時の補正値を算出する例について説明する。ここ
では、ＢＴＳに収容されるセルが３個であり、送信ＯＮ／ＯＦＦが混在した場合の動作は
上記タイプβであり、しきい値オフセット値が混在した場合の動作は通信中のセルの中の
最大のオフセット値にて補正するようにし、安定化時間オフセット値が混在した場合の動
作は通信中のセルの中の最小のオフセット値にて補正するようにした。
【００３５】
　このような条件の下で、セルの追加削除に伴う、ＯＮ／ＯＦＦ及びオフセット値の変化
の例を説明する。まず、セル＃１を新規設定して、セル＃１にて通信を行う。このとき、
しきい値オフセットは１０ｄＢであり、安定化時間オフセットは１００ｍｓである。次い
で、セル＃２を追加設定して、セル＃１及びセル＃２にて通信を行う。このとき、しきい
値オフセットは－５ｄＢであり、安定化時間オフセットは－１００ｍｓである。次いで、
セル＃３を追加設定して、セル＃１、セル＃２及びセル＃３にて通信を行う。このとき、
送信ＯＦＦであり、報告を行わない。その後、セル＃１、セル＃３を削除設定して、セル
＃２にて通信を行う。このとき、しきい値オフセットは－５ｄＢであり、安定化時間オフ
セットは－１００ｍｓである。このようにして、通信中にセルの追加削除を行って、セル
毎の設定を適宜切り替えることができる。
【００３６】
　このように、セル毎にパラメータ（オフセット値や報告ＯＮ／ＯＦＦ情報）を用いて、
測定送信電力をＲＮＣ２に報告するかどうかをユーザが通信中のセルに応じて判定するの
で、ＢＴＳに収容されているセル毎に送信電力の測定条件などを変更することができ、特
定のセルに対して個別の制御を行うことができる。例えば、特定のセルと通信中のユーザ
は、イベントトリガの送信電力報告を行い易くしたり、特定のセルと通信中のユーザは、
イベントトリガの送信電力報告を行わなくしたりすることをセル毎に行うことができる。
また、このようなオフセットパラメータの追加をＢＴＳ側で実現しているので、オフセッ
トパラメータの追加をＲＮＣで実現する場合と比べて信号量を削減することができる。さ
らに、実際の送信電力に拘わらずに即時に送信電力報告を行いたい場合、安定化時間オフ
セット値をマイナス値とすることなどにより、即時報告を可能とすることができるので、
ハンドオーバ時間の短縮を実現することも可能となる。
【００３７】
　本発明は上記実施の形態に限定されず、種々変更して実施することが可能である。例え
ば、上記実施の形態においては、通信品質が送信電力である場合について説明しているが
、本発明はこれに限定されず、通信品質がＳＩＲ（Signal　to　Interference　Ratio）
、ＳＩＲｅｒｒｏｒ、ＲＳＣＰ（Received　Signal　Code　Power）、受信タイミング偏
差（Rx　Timing　Deviation）、伝搬遅延（Round　Trip　Time）、及びＨＳ－ＳＩＣＨ受
信品質（HS-SICH　reception　quality）である場合にも同様に適用することができる。
また、上記実施の形態において、セルの数、処理部の数、管理項目、処理手順については
適宜変更して実施することが可能である。その他、本発明の範囲を逸脱しないで適宜変更
して実施することが可能である。
【図面の簡単な説明】
【００３８】
【図１】本発明の実施の形態に係る無線基地局装置の概略構成を示す図である。
【図２】Dedicated Measurement手順を説明するためのシーケンス図である。
【図３】セル毎補正値データベースの一例を示す図である。
【図４】測定送信電力の報告判定を説明するためのフロー図である。
【図５】セル毎補正値データベースの更新を説明するためのフロー図である。
【図６】測定送信電力の報告要否の判定を説明するための図である。
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【図７】しきい値と補正後のしきい値との間の関係を説明するための図である。
【符号の説明】
【００３９】
　１　ＢＴＳ
　２　ＲＮＣ
　１１　アンテナ
　１２　無線送受信部
　１３　送信電力測定部
　１４　送信電力判定部
　１５　セル毎補正値データベース
　１６　送信電力報告部
　１７　ユーザ情報管理部
　１８　インタフェース部
　１９　ベースバンド処理部
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